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は
じ
め
に

明
末
清
初
の
文
人
・
金
聖
歎
は
、
当
時
流
布
し
て
い
た
『
水
滸
伝
』
の
版
本
を
「
俗
本
」
と
称
し
、
自
身
が
所
蔵
す
る
七
十
回
本
こ
そ

が
施
耐
庵
の
筆
に
よ
る
「
古
本
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
「
古
本
」
と
称
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、
百
二
十
回
本
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
金
聖
歎
自
身
が
大
幅
に
手
を
加
え
て
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
百
八
人
の
梁
山
泊
集
結
以
降
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
切
り

捨
て
、
従
来
の
第
一
回
を
楔
子
に
、
第
二
回
か
ら
第
七
十
一
回
を
第
一
回
か
ら
第
七
十
回
に
再
編
し
、
本
文
を
細
か
く
書
き
換
え
、
大
量

の
批
評
を
附
し
て
、『
第
五
才
子
書
水
滸
伝
』（
以
下
「
金
聖
歎
本
」
と
言
う
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

金
聖
歎
本
の
批
評
に
散
見
す
る
表
現
の
一
つ
に
、「
眼
中
」
が
あ
る
。「
從
三
四
百
人
眼
中
看
出
、
妙
妙
（
三
四
百
人
の
眼
中
か
ら
見
出

す
。
素
晴
ら
し
い
）」「
妙
、
李
小
二
眼
中
事
（
素
晴
ら
し
い
。
李
小
二
の
眼
中
の
事
で
あ
る
）」「
武
大
眼
中
如
畫
（
武
大
の
眼
中
は
絵
の

よ
う
で
あ
る
）」「
此
句
從
武
松
眼
中
寫
出
（
こ
の
句
は
武
松
の
眼
中
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
）」「
就
李
逵
眼
中
寫
出
大
漢
形
狀
來
（
李
逵

の
眼
中
か
ら
大
男
の
姿
を
描
き
出
す
）」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
金
聖
歎
は
作
中
人
物
の
「
眼
中
」
か
ら
描
く
文
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ど

の
作
中
人
物
の
眼
が
見
て
い
る
の
か
、
ど
の
作
中
人
物
の
「
眼
中
」
の
こ
と
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
強
い
関
心
を
向
け
る
。

本
稿
は
、
上
述
の
よ
う
な
「
作
中
人
物
の
眼
中
」
に
関
わ
る
批
評
に
着
目
し
、
金
聖
歎
の
文
章
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
金
聖
歎
本
の
批
評
は
、
既
存
の
版
本
の
文
章
に
対
し
て
述
べ
て
い
る
も
の
と
、
金
聖
歎
自
身
が
書
き
換
え
た
文
章
に
対

し
て
述
べ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
百
二
十
回
本
と
の
比
較
を
通
し
て
両
者
を
区
別
し
た
上
で
、
既
存
の
本
文
に
対
す
る
金
聖

（
1
）

佐

髙

春

音

金
聖
歎
本
『
水
滸
伝
』
の
批
評
に
見
え
る
「
眼
中
」
に
つ
い
て
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歎
の
解
釈
と
、
金
聖
歎
自
身
の
理
論
に
合
わ
せ
た
本
文
の
書
き
換
え
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
考
慮
し
つ
つ
、
金
聖
歎
の
文
章
に
対
す
る
美

意
識
や
理
論
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

一
、
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
金
聖
歎
評
の
概
要

『
水
滸
伝
』
の
金
聖
歎
評
は
、
巻
頭
の
「
序
」
と
「
読
第
五
才
子
書
法
」、
各
回
の
始
め
に
置
か
れ
る
回
前
総
評
、
本
文
上
部
の
余
白
に

置
か
れ
る
眉
批
、
本
文
中
に
小
字
で
挿
入
さ
れ
る
夾
批
に
分
け
ら
れ
る
。
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
内
容
は
夾
批
に
集
中
し
て
お
り
、

数
例
の
み
回
前
総
評
及
び
眉
批
の
中
に
、
夾
批
と
共
通
す
る
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

表
一
は
、
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
金
聖
歎
本
の
夾
批
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ど
の
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
描
か
れ
て
い
る
の

か
（
見
出
さ
れ
て
い
る
の
か
）
と
い
う
点
を
明
言
す
る
も
の
に
限
る
が
、
こ
の
点
を
明
言
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、「
眼
中
」
の
語
を
使
用
す

る
例
に
限
ら
ず
、
類
似
表
現
の
「
眼
裏
」
や
、「
Ｘ
看
出
（
作
中
人
物
Ｘ
が
見
出
す
）」
な
ど
の
表
現
も
表
に
含
め
た
。
表
の
左
か
ら
、
夾
批

が
附
さ
れ
て
い
る
章
回
、
夾
批
の
内
容
、
夾
批
が
附
さ
れ
て
い
る
部
分
の
本
文
内
容
、「
見
る
主
体
」、「
見
ら
れ
る
対
象
」
を
示
す
。
一
番

右
の
記
号
は
、
金
聖
歎
本
と
百
二
十
回
本
の
間
に
見
る
べ
き
異
同
が
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。

作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
夾
批
が
附
さ
れ
て
い
る
部
分
の
本
文
を
、
金
聖
歎
本
と
百
二
十
回
本
で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
㉔
～
㉗
と
㉝

㉞
に
顕
著
な
書
き
換
え
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
書
き
換
え
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
取
り
上
げ
る
。
こ
の
他
、
㉜
㊲
は
百
二
十
回
本
に

な
い
「
只
見
」
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
⑱
㉑
の
周
辺
の
本
文
で
は
、
百
二
十
回
本
で
「
只
見
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
「
只
聽
得
」
に
変

わ
っ
て
い
る
。

上
述
の
例
以
外
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
既
存
の
本
文
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
金
聖
歎
本
は
、
全
編
に
わ
た
っ
て
大
幅
に

本
文
が
書
き
換
え
ら
れ
、
そ
の
書
き
換
え
部
分
に
自
画
自
賛
の
評
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
印
象
が
強
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
実
際
に

は
、
既
存
の
本
文
を
と
ど
め
て
い
る
部
分
も
多
く
、
既
存
の
本
文
に
対
し
て
附
さ
れ
た
批
評
も
多
く
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
松
謙
氏
は
、
金
聖
歎
本
の
書
き
換
え
に
は
「
濃
淡
」
が
あ
り
、
第
五
十
六
回
ま
で
は
「
特
に
理
論
と
の
関
係
上
必
要
と
感
じ
ら
れ
る

部
分
の
み
を
書
き
換
え
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
比
較
的
禁
欲
的
な
態
度
を
守
っ
て
」
い
る
が
、
第
五
十
七
回
以
降
は
「
全
面
的
に
自
分
の

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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回

夾
批

本
文

見
る

主
体

見
ら

れ
る

対
象

①
1

從
三

四
百

人
眼

中
看

出
、

妙
妙

三
四

百
人

一
齊

都
到

史
家

莊
上

、
看

了
史

進
…

（
史

家
の

）
三

四
百

人
史

進
②

1
亦

從
史

進
眼

中
看

出
史

進
看

時
、

見
陳

逹
…

史
進

陳
達

③
3

從
打

鐵
人

眼
中

現
出

魯
智

深
做

和
尚

後
形

狀
、

奇
絕

之
筆

那
打

鐵
的

看
見

、
魯

智
深

…
打

鐵
的

魯
智

深
④

3
從

莊
家

眼
中

口
中

、
寫

出
酒

興
莊

家
到

都
呆

了
、

叫
道

…
莊

家
魯

智
深

⑤
4

亦
在

過
往

人
眼

中
看

出
莽

和
尚

三
字

來
過

往
人

看
了

、
果

然
是

箇
莽

和
尚

過
往

人
魯

智
深

⑥
4

衆
人

眼
中

看
出

衆
人

打
下

打
一

看
時

、
只

見
一

個
胖

大
和

尚
…

（
劉

家
の

）
衆

人
魯

智
深

⑦
5

魯
達

本
不

識
字

、
今

忽
敘

出
四

字
、

乃
眼

有
四

字
之

形
、

非
口

出
四

字
之

文
也

話
說

魯
智

深
…

看
那

山
門

時
…

魯
智

深
寺

額
⑧

5
告

示
亦

在
潑

皮
眼

中
看

出
有

二
三

十
個

賭
博

不
成

才
破

落
戸

潑
皮

…
看

見
…

榜
文

上
說

…
破

落
戸

潑
皮

触
書

⑨
9

看
時

二
字

妙
、

是
李

小
二

眼
中

事
忽

一
日

李
小

二
…

看
時

…
李

小
二

陸
謙

⑩
9

妙
、

李
小

二
眼

中
事

李
小

二
入

来
問

道
…

只
見

那
箇

人
…

李
小

二
陸

謙
⑪

9
李

小
二

眼
中

事
只

見
那

箇
官

人
…

李
小

二
陸

謙
⑫

9
此

一
句

從
説

機
密

人
眼

中
寫

出
小

二
獨

自
一

箇
竄

梭
也

、
似

伏
侍

不
暇

陸
謙

李
小

二
⑬

10
林

冲
眼

中
看

出
梁

山
泊

来
。

此
是

梁
山

泊
最

初
寫

圖
、

一
句

亦
不

可
少

 
林

沖
看

岸
上

時
…

林
沖

梁
山

泊
⑭

12
楊

志
看

一
看

。
楊

志
看

出
相

貌
來

楊
志

看
那

人
時

…
楊

志
索

超
⑮

12
梁

中
書

看
一

看
。

梁
中

書
看

出
姓

名
來

梁
中

書
看

時
…

梁
中

書
索

超
⑯

12
衆

人
看

出
但

見
、

頭
戴

一
頂

…
衆

人
索

超
⑰

13
兩

箇
看

出
一

箇
兩

箇
…

看
那

人
時

…
雷

橫
、

劉
唐

呉
用

⑱
16

本
是

楊
志

看
十

四
箇

人
也

、
却

反
看

出
十

四
箇

人
看

楊
志

來
、

兩
看

字
、

寫
得

睜
睜

可
笑

（
楊

志
）

回
身

再
看

那
十

四
箇

人
時

、
只

是
眼

睜
睜

地
看

着
楊

志
（

生
辰

綱
運

び
の

）十
四

箇
人

楊
志

〇
⑲

22
無

端
忽

從
酒

家
眼

中
口

中
寫

出
武

松
氣

象
來

武
松

道
…

酒
家

道
…

酒
家

武
松

⑳
23

武
大

眼
中

如
畫

武
大

恰
好

賣
炊

餅
了

回
來

、
見

武
松

…
武

大
武

松
㉑

26
此

句
不

是
寫

出
暢

快
、

正
顯

上
文

數
行

、
都

自
武

松
眼

中
看

出
、

非
作

者
自

直
一

筆
也

話
裏

只
說

武
松

帶
上

行
枷

看
剮

了
王

婆
…

武
松

王
婆

〇

㉒
31

疊
寫

一
句

者
、

上
句

從
作

者
筆

端
寫

出
、

此
句

從
武

松
眼

中
寫

出
。

從
筆

端
寫

出
者

、
寫

狗
也

。
從

眼
中

寫
出

者
、

寫
醉

也
武

行
者

看
時

、
一

隻
大

黃
狗

赶
着

吠
武

松
犬

㉓
37

李
逵

眼
中

看
出

李
逵

看
那

人
時

…
李

逵
張

順
㉔

44
只

見
二

字
、

總
是

那
淫

婦
、

那
賊

禿
、

那
一

堂
和

尚
三

段
之

頭
、

皆
石

秀
眼

中
事

只
見

那
淫

婦
…

石
秀

潘
巧

雲
、裴

如
海

、和
尚

た
ち

◎
㉕

44
極

寫
石

秀
眼

裏
不

堪
（

那
淫

婦
）

喬
素

梳
粧

…
 　

*㉔
か

ら
連

続
石

秀
潘

巧
雲

◎
㉖

44
極

寫
石

秀
眼

裏
不

堪
那

賊
禿

…
　

　
　

　
　

　
　

*㉔
か

ら
連

続
石

秀
裴

如
海

◎
㉗

44
極

寫
石

秀
眼

裏
不

堪
那

一
堂

和
尚

…
　

　
　

　
　

*㉔
か

ら
連

続
石

秀
和

尚
た

ち
◎

㉘
44

石
秀

眼
中

、
極

寫
不

堪
那

賊
禿

笑
了

一
聲

…
（

石
秀

）
正

瞧
的

着
石

秀
裴

如
海

㉙
46

楊
林

却
從

石
秀

眼
中

看
出

石
秀

看
時

、
却

見
楊

林
…

石
秀

楊
林

㉚
46

祝
家

號
令

亦
從

石
秀

眼
中

看
出

只
見

各
店

内
…

每
人

身
上

穿
…

石
秀

祝
家

莊
の

店
や

人
々

㉛
46

又
從

石
秀

眼
中

極
寫

祝
彪

石
秀

在
壁

縫
裏

張
時

、
看

見
…

石
秀

祝
彪

㉜
52

看
他

用
兩

只
見

、
便

知
都

從
李

逵
眼

中
寫

出
、

筆
法

之
妙

如
此

李
逵

道
…

只
見

公
孫

勝
…

只
見

戴
宗

…
李

逵
公

孫
勝

、
戴

宗
〇

㉝
52

雲床也。乃自戴宗眼中寫之、則曰雲床 、自李逵眼中寫之、則曰東西。妙絕。俗本訛
李

逵
爬

上
來

、
撕

破
紙

窗
張

時
、

見
…

李
逵

雲
床

◎
㉞

52
香

也
。却

從
李

逵
眼

中
寫

成
四

字
、用

筆
之

妙
、幾

於
出

神
入

化
矣

。俗
本

又
訛

、真
乃

可
恨

面
前

桌
兒

上
煙

猥
猥

地
…

 　
 *㉝

か
ら

連
続

李
逵

香
◎

㉟
53

先
看

大
漢

、
看

得
出

色
／

就
李

逵
眼

中
寫

出
大

漢
形

狀
來

李
逵

看
那

大
漢

時
…

李
逵

湯
隆

㊱
53

次
看

鐵
鎚

、
看

得
出

色
／

就
李

逵
眼

中
寫

出
鐵

鎚
斤

兩
來

李
逵

看
那

鐵
鎚

時
…

李
逵

鉄
鎚

㊲
55

前
兩

只
見

是
有

所
見

、
後

一
只

見
是

無
所

見
、

活
畫

出
做

賊
人

眼
中

節
次

（
時

遷
）

悄
悄

望
時

、
只

見
…

時
遷

徐
寧

の
屋

敷
〇

㊳
55

賊
眼

中
無

所
不

見
、

寫
來

如
畫

時
遷

看
那

臥
房

裏
時

、
見

…
時

遷
徐

寧
の

屋
敷

㊴
56

就
衆

人
眼

中
看

出
衆

人
看

徐
寧

時
…

衆
人

徐
寧

表
一
：
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
批
評
（
金
聖
歎
本
）
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文
章
に
し
て
し
ま
う
方
向
に
転
ず
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
五
十
六
回
ま
で
の
範
囲
内
で
は
、「
宋
江
・
李
逵
・
魯
智
深
・
武

松
が
単
独
で
登
場
す
る
場
面
」
及
び
「
男
女
関
係
に
関
わ
る
部
分
」
が
多
く
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。
筆
者
が
顕
著
な
書
き
換
え
を

確
認
し
た
㉔
～
㉗
（
第
四
十
四
回
）
は
潘
巧
雲
・
裴
如
海
の
不
義
密
通
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
㉝
㉞
（
第
五
十
二
回
）
は
李
逵
が
メ
イ
ン
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、
小
松
氏
の
指
摘
す
る
傾
向
と
合
致
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
金
聖
歎
は
ど
の
よ
う
な
本
文
を
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
語
る
文
と
判
断
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
⑨
「
看
時
二
字
妙
、
是

李
小
二
眼
中
事
（「
看
時
」
の
二
字
は
素
晴
ら
し
い
。
李
小
二
の
眼
中
の
事
で
あ
る
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
聖
歎
が
「
看
」
と
眼
中
を

直
接
紐
づ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
批
評
が
附
さ
れ
て
い
る
本
文
で
最
も
多
い
パ
タ
ー
ン
は
、
直
前
も
し

く
は
前
文
で
「
看
」「
見
」
な
ど
の
視
覚
動
詞
を
用
い
、
見
る
主
体
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
数
な
が
ら
㉑
㉘
の
よ
う
に
後
か
ら
作
中

人
物
が
見
て
い
た
こ
と
を
補
足
す
る
例
も
あ
る
。
こ
の
他
、
㉜
「
看
他
用
兩
只
見
、
便
知
都
從
李
逵
眼
中
寫
出
（
二
つ
の
「
只
見
」
を
使
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
も
李
逵
の
眼
中
か
ら
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
）」
と
あ
り
、「
只
見
」
が
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら

描
く
こ
と
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
㉜
㊲
で
百
二
十
回
本
に
な
い
「
只
見
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
為
で
あ
る
。
ま
た
、
⑯
の
「
但

見
」
も
「
只
見
」
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
⑫
⑲
に
つ
い
て
は
直
前
直
後
に
視
覚
動
詞
及
び
「
只
見
」
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
の
傾
向

か
ら
考
え
る
に
、
金
聖
歎
は
「
作
中
人
物
＋
視
覚
動
詞
」「
只
見
」
を
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
語
る
文
と
判
断
す
る
に
足
る
マ
ー
カ
ー
と

見
做
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
只
見
」
は
白
話
小
説
に
頻
出
す
る
常
套
語
で
あ
る
。
豊
後
宏
記
氏
に
よ
る
と
、「
但
見
」
が
主
と
し
て
情
景
描
写
の
駢
語
の
前
に
置
か

れ
る
の
に
対
し
、「
只
見
」
は
白
話
の
前
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
と
言
う
。
同
氏
は
『
春
秋
後
集
』『
六
国
平
話
』
中
の
白
話
と
共
起
す

る
「
只
見
」
に
つ
い
て
、「「
只
見
」
以
下
で
は
確
か
に
視
覚
情
報
を
提
供
し
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
「
見
る
」
行
為
に
は
直
結
し
て

お
ら
ず
、「
只
」
の
限
定
的
用
法
は
消
失
し
、
順
接
的
用
法
と
し
て
ご
く
単
純
に
事
態
の
推
移
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
」
と

分
析
し
て
い
る
。
ま
た
王
懿
氏
は
、「「
只
見
」
は
明
清
の
時
期
に
虚
化
が
進
ん
で
談
話
標
識
と
な
り
、
往
々
に
し
て
新
た
な
場
面
や
新
た

な
テ
ー
マ
の
出
現
を
提
示
す
る
」
と
述
べ
る
。「
只
見
」
は
、
必
ず
し
も
見
る
主
体
を
想
定
し
て
、
そ
の
主
体
が
見
た
内
容
を
示
す
た
め
に

使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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「
作
中
人
物
＋
視
覚
動
詞
」
は
、
見
る
主
体
を
明
示
し
、
誰
か
が
見
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
白
話
小
説
で
は
誰
か
が
何
か
を
見
た
こ

と
を
示
唆
し
た
上
で
、
物
語
の
場
面
に
新
た
な
人
物
や
事
物
を
導
入
し
、
読
者
に
新
た
な
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が
極
め
て
多
く
、
一
つ

の
語
り
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。「
作
中
人
物
＋
視
覚
動
詞
」
は
、
物
語
世
界
で
発
生
し
た
作
中
人
物
の
見
る
行
爲
を
示
す
た
め
だ
け

に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
只
見
」
と
同
様
に
、
語
り
を
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

白
話
小
説
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
只
見
」「
作
中
人
物
＋
視
覚
動
詞
」
は
、
必
ず
し
も
「
作
中
人
物
が
見
る
」
こ
と
に
直
結
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
金
聖
歎
は
こ
れ
ら
の
表
現
を
作
中
人
物
の
眼
中
と
結
び
付
け
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
描
く
際
の
マ
ー
カ
ー
と
し
て

捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
百
二
十
回
本
李
卓
吾
評
の
影
響

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
金
聖
歎
本
は
百
二
十
回
本
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
竹
下
咲
子
氏
は
、
金
聖
歎
評
と
百
二
十
回
本
に
附
さ
れ
た

李
卓
吾
評
の
共
通
点
を
挙
げ
、「
金
聖
歎
が
百
二
十
回
本
李
批
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
と
言
え
よ
う
」
と
分
析
し

て
い
る
。
金
聖
歎
評
の
具
体
例
の
分
析
に
移
る
前
に
、
百
二
十
回
本
李
卓
吾
評
の
影
響
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

百
二
十
回
本
の
批
評
は
主
と
し
て
眉
批
の
形
式
で
附
さ
れ
て
い
る
。
表
二
は
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
百
二
十
回
本
の
眉
批
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
表
の
左
か
ら
、
眉
批
が
附
さ
れ
て
い
る
章
回
、
眉
批
の
内
容
、
眉
批
が
附
さ
れ
て
い
る
部
分
の
本
文
内
容
、「
見
る
主

体
」、「
見
ら
れ
る
対
象
」
を
示
す
。
網
掛
け
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
眉
批
の
性
質
上
、
本
文
の
ど
の
部
分
を
指
し
て
い
る
の
か

が
明
確
で
な
い
例
も
あ
る
が
、
内
容
と
圏
点
を
頼
り
に
判
断
し
た
。「
見
る
主
体
」
を
直
接
明
言
し
て
い
な
い
例
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。百

二
十
回
本
李
卓
吾
評
で
は
既
に
「
眼
中
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
眼
裏
」「
眼
睛
裏
」
も
「
眼
中
」
と
同
じ
様
に
用
い

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
㋑
「
從
打
鐵
人
眼
裏
寫
出
（
鍛
冶
職
人
の
眼
中
か
ら
描
き
出
す
）」
㋓
「
當
時
看
的
眼
睛
裏
説
出
來
（
そ
の

時
見
て
い
る
眼
か
ら
述
べ
る
）」
と
い
う
表
現
は
、
金
聖
歎
評
に
頻
出
す
る
「（
從
）
Ｘ
眼
中
寫
出
」
と
共
通
し
て
い
る
。
李
卓
吾
評
に
お

い
て
も
、
特
定
の
本
文
が
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
語
る
文
と
見
做
さ
れ
、
そ
う
で
な
い
文
と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
批
評
が
指
す
本
文
に
は
、
や
は
り
「
看
」「
見
」
な
ど
の
視
覚
動
詞
や
「
只
見
」「
但
見
」
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
が
圏
点
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
例
も
多
い
。
金
聖
歎
本
と
同
様
に
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
語
る
文
と
判
断
す
る
に

足
る
マ
ー
カ
ー
と
見
做
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
中
に
網
掛
け
で
示
し
た
㋑
㋒
㋔
に
つ
い
て
は
、
金
聖
歎
本
の
同
部
分
に
も
、
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
批
評
が
あ
る
。「
那
打
鐵
的

看
見
、
魯
智
深
腮
邊
新
剃
暴
長
短
鬚
、
戧
戧
地
好
𢡖
瀨
人
（
そ
の
鍛
冶
職
人
が
見
る
と
、
魯
智
深
の
頬
の
あ
た
り
は
剃
り
た
て
で
短
い
髭

が
生
え
、
ト
ゲ
ト
ゲ
し
て
恐
ろ
し
げ
で
あ
る
）」
と
い
う
両
本
共
通
の
本
文
に
対
し
て
、
金
聖
歎
評
③
は
「
從
打
鐵
人
眼
中
現
出
魯
智
深
做

和
尚
後
形
狀
、
奇
絕
之
筆
（
鍛
冶
職
人
の
眼
中
か
ら
魯
智
深
が
和
尚
と
な
っ
た
後
の
姿
を
描
き
出
す
。
素
晴
ら
し
い
文
章
で
あ
る
）」
と
言

い
、
李
卓
吾
評
㋑
は
「
從
打
鐵
人
眼
裏
寫
出
剃
鬚
髮
的
魯
達
真
形
來
、
是
何
等
想
筆
（
鍛
冶
職
人
の
眼
か
ら
剃
髪
し
た
魯
達
の
姿
を
描
き

出
し
て
い
る
。
な
ん
と
考
え
抜
か
れ
た
文
章
か
）」
と
言
う
。
金
聖
歎
評
の
発
想
と
表
現
は
李
卓
吾
評
に
極
め
て
近
い
。

こ
の
他
、
時
遷
が
徐
寧
の
屋
敷
に
忍
び
込
み
、
屋
敷
内
の
様
子
を
う
か
が
う
シ
ー
ン
に
附
さ
れ
た
金
聖
歎
評
㊲
「
活
畫
出
做
賊
人
眼
中

節
次
（
盗
人
の
眼
中
の
次
第
を
生
き
生
き
と
描
き
出
す
）」
も
、
李
卓
吾
評
㋔
「
摹
寫
甚
細
、
一
一
是
賊
眼
中
物
、
極
活
極
靈
（
甚
だ
描
写

が
細
か
く
、
描
写
さ
れ
る
の
は
み
な
盗
人
の
眼
中
の
物
で
あ
る
。
極
め
て
生
き
生
き
と
し
て
い
る
）」
に
近
い
表
現
で
あ
る
。

（
13
）

回
眉

批
本

文
見

る
主

体
見

ら
れ

る
対

象
㋐

3
直

接
此

數
句

、
眼

裏
、

心
裏

、
口

裏
、

一
時

俱
現

史
進

便
入

城
來

看
時

…
只

見
…

史
進

街
並

み
と

茶
館

㋑
4

從
打

鐵
人

眼
裏

寫
出

剃
鬚

髮
的

魯
達

真
形

來
、

是
何

等
想

筆
那

打
鐵

的
看

見
、

魯
智

深
…

打
鐵

的
魯

智
深

㋒
6

寫
幾

番
看

來
、

舊
寺

如
在

眼
中

話
説

魯
智

深
…

看
那

山
門

時
…

再
看

時
…

魯
智

深
山

門
、

寺
㋓

17
又

有
當

時
看

的
眼

睛
裏

説
出

來
、

更
與

呆
呆

叙
讚

者
迥

別
魯

智
深

解
上

山
來

、
看

那
三

座
關

時
…

來
到

寶
珠

寺
前

看
時

…
魯

智
深

関
門

、
寺

㋔
56

摹
寫

甚
細

、
一

一
是

賊
眼

中
物

、
極

活
極

靈
時

遷
伏

在
厨

房
外

張
時

見
…

張
那

樓
上

時
見

…
時

遷
看

那
臥

房
裏

時
見

…
時

遷
徐

寧
の

屋
敷

㋕
57

此
十

隊
人

馬
、

敘
得

錯
綜

離
合

。
或

眼
中

見
、

或
口

中
見

、
畫

變
化

之
妙

呼
延

灼
隔

水
望

見
…

又
見

…
只

見
…

呼
延

灼
梁

山
泊

勢
㋖

59
忽

見
華

山
、

眼
中

意
外

、
生

出
情

事
之

根
宋

江
、

吳
用

、
花

榮
、

秦
明

、
朱

仝
…

望
見

那
西

嶽
華

山
時

…
但

見（
韻

文
が

続
く

）
宋

江
ら

五
人

華
山

㋗
66

前
後

幾
路

軍
將

叙
得

錯
綜

、
又

俱
在

眼
中

見
、

妙
梁

中
書

逕
奔

南
門

…
只

見
黑

旋
風

李
逵

…
只

見
左

手
下

…
只

見
有

手
下

…
梁

中
書

李
逵

ら
梁

山
泊

勢
㋘

69
二

句
從

宋
江

眼
中

出
、

更
妙

宋
江

在
陣

前
看

了
董

平
這

表
人

品
、

一
見

便
喜

、
又

見
他

…
宋

江
董

平
㋙

82
上

是
百

姓
眼

中
、

下
是

天
子

眼
中

、
一

説
一

番
新

、
莫

嫌
重

出
百

姓
軍

民
…

觀
如

覩
天

神
。

是
時

天
子

…
臨

軒
觀

看
、

看
見

…
百

姓
／

天
子

梁
山

泊
軍

表
二
：
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
批
評
（
百
二
十
回
本
）
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「
眼
中
」
と
い
う
タ
ー
ム
の
使
用
、
作
中
人
物
の
見
る
眼
に
対
す
る
関
心
と
言
及
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
金
聖
歎
が
百
二
十
回
本
李
卓

吾
評
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
実
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
表
中
の
㋙
以
外
は
全
て
金
聖
歎
本
の
楔
子
＋
七
十
回
の
範
囲

内
に
お
さ
ま
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
金
聖
歎
は
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
批
評
を
、
前
述
の
三
例
以
外
の
同
部
分
に
は
附
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
表
一
に
挙
げ
た
三
十
九
例
の
内
、
前
述
の
三
例
を
除
い
た
三
十
六
例
に
つ
い
て
、
李
卓
吾
評
に
は
言
及
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
全
て

金
聖
歎
が
新
規
に
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
語
る
文
と
し
て
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
李
卓
吾
評
と
金
聖
歎
評
で
は
、
前
述
の
三
例
を
除
き
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
語
る
文
と
見
做
す
本
文
が
異
な
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
語
る
文
と
し
て
特
に
高
く
評
価
す
る
本
文
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
金
聖
歎
は
、
ど

の
よ
う
な
本
文
の
、
ど
の
よ
う
な
点
を
評
価
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
か
ら
具
体
例
を
挙
げ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
、
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
金
聖
歎
の
解
釈

本
章
で
は
、
既
存
の
本
文
に
対
し
て
附
さ
れ
た
金
聖
歎
評
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
本
文
の
引
用
は
金
聖
歎
本
に
拠
る
が
、
個
別
に

注
釈
し
て
い
な
い
限
り
、
百
二
十
回
本
と
の
間
に
見
る
べ
き
異
同
が
な
い
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

ま
ず
初
め
に
挙
げ
る
の
は
、
金
聖
歎
本
第
十
二
回
に
見
え
る
索
超
の
初
登
場
シ
ー
ン
で
あ
る
。〈
〉
内
に
夾
批
を
示
す
。

　
　

�

楊
志
神
色
不
動
、
下
了
馬
、
便
向
𠫇
前
來
、
拜
謝
恩
相
充
其
職
役
。
不
想
階
下
左
邊
𨍭
上
一
箇
人
來
、
叫
道
「
…
…
」。
楊
志
看
那
人

時
、〈
楊
志
看
一
看
。〉
身
材
七
尺
以
上
長
短
、
兩
圓
耳
大
、
唇
濶
口
方
、
腮
邊
一
部
落
腮
鬍
鬚
、
威
風
凛
凛
、
相
貌
堂
堂
。〈
楊
志
看

出
相
貌
來
。〉
直
到
梁
中
書
面
前
聲
了
喏
、
禀
道
「
…
…
」。
梁
中
書
看
時
、〈
梁
中
書
看
一
看
。〉
不
是
別
人
、
却
是
大
名
府
留
守
司

正
牌
軍
索
超
。
爲
是
他
性
急
、
撮
監
入
火
、
爲
國
家
面
上
、
只
要
爭
氣
、
當
先
厮
殺
、
以
此
人
都
叫
他
做
急
先
鋒
。〈
梁
中
書
看
出
姓

名
來
。〉（
楊
志
は
顔
色
を
変
え
ず
、
馬
を
下
り
て
庁
前
に
向
か
い
、
職
位
を
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
拝
謝
し
た
。
思
い
が
け
ず
、

階
下
の
左
側
か
ら
一
人
の
男
が
上
っ
て
き
て
言
う
こ
と
に
は
「
…
…
」。
楊
志
が
そ
の
人
を
見
る
と
、〈
楊
志
が
見
て
み
る
。〉
身
の
丈

は
七
尺
以
上
、
顔
は
丸
く
耳
は
大
き
く
、
唇
は
厚
く
口
は
角
張
り
、
顎
の
あ
た
り
ま
で
ひ
げ
を
伸
ば
し
、
威
風
凛
凛
と
し
て
、
堂
々

と
し
た
相
貌
で
あ
る
。〈
楊
志
が
相
貌
を
見
出
す
。〉
梁
中
書
の
と
こ
ろ
ま
で
ま
っ
す
ぐ
や
っ
て
き
て
一
礼
し
、
言
う
こ
と
に
は
「
…
…
」。
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梁
中
書
が
見
る
と
、〈
梁
中
書
が
見
て
み
る
。〉
ま
さ
に
大
名
府
留
守
司
正
牌
軍
の
索
超
で
あ
る
。
彼
は
短
気
で
か
っ
と
な
り
や
す
く
、

国
家
の
た
め
と
な
れ
ば
発
奮
し
て
真
っ
先
に
飛
び
出
す
こ
と
か
ら
、
み
な
彼
の
こ
と
を
急
先
鋒
と
呼
ん
で
い
る
。〈
梁
中
書
が
姓
名
を

見
出
す
。〉）〔
第
十
二
回
。
以
下
〔
一
二
〕
の
よ
う
に
示
す
〕

本
文
で
は
、「
楊
志
が
見
た
」
こ
と
を
示
唆
し
た
後
で
不
定
の
存
在
「
那
人
」
の
容
姿
に
つ
い
て
述
べ
、「
梁
中
書
が
見
た
」
こ
と
を
示

唆
し
た
後
で
「
那
人
」
の
正
体
を
読
者
に
開
示
す
る
。
金
聖
歎
は
夾
批
の
中
で
、
楊
志
が
相
貌
を
見
出
し
、
梁
中
書
が
姓
名
を
見
出
し
て

い
る
と
指
摘
す
る
。
な
ぜ
敢
え
て
そ
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
こ
か
ら
は
、
ど
の
作
中
人
物
が
見
た
の
か
に
よ
っ
て

語
ら
れ
る
内
容
も
変
わ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。

楊
志
が
索
超
を
見
た
と
き
と
梁
中
書
が
索
超
を
見
た
と
き
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
こ
の
場
面
で
初
め
て
索
超
と
会
う
楊
志
は
、

階
下
か
ら
上
っ
て
く
る
「
一
箇
人
」
に
つ
い
て
一
切
の
情
報
を
持
た
な
い
。
一
方
、
索
超
の
上
司
で
あ
る
梁
中
書
は
、
名
前
を
は
じ
め
と

す
る
、
あ
る
程
度
の
情
報
を
有
し
て
い
る
。
両
者
の
情
報
量
に
は
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
我
々
の
実
際
の
生
活
を
思
い
起
こ
し

て
み
る
と
、
初
め
て
会
う
人
の
容
姿
に
は
注
意
が
引
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
の
、
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
人
の
場
合
、
特
別
な
変
化
で

も
な
い
限
り
、
改
め
て
そ
の
容
姿
を
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
索
超
と
初
対
面
の
楊
志
は
索
超
の
容
姿
に
目
を
引
き
つ
け
ら
れ
る

が
、
索
超
と
既
知
の
間
柄
で
あ
る
梁
中
書
は
、
改
め
て
索
超
の
身
長
や
顔
つ
き
に
注
意
が
向
く
こ
と
は
な
く
、「
あ
あ
索
超
だ
な
」
と
認
識

す
る
。
両
者
の
意
識
・
認
識
の
仕
方
に
も
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
想
定
さ
れ
る
。

金
聖
歎
は
こ
の
部
分
の
文
章
を
、
作
中
人
物
の
脳
内
の
情
報
量
や
意
識
・
認
識
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
做
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
付
言
す
る
と
、
金
聖
歎
が
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
批
評
を
附
し
て
い
る
部
分
で
、
人
物
の
容
姿
や
景
色
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
と

き
、
見
ら
れ
る
対
象
は
、
往
々
に
し
て
見
る
主
体
が
初
め
て
目
に
す
る
存
在
で
あ
る
か
、
普
段
と
は
異
な
る
目
新
し
い
姿
を
し
て
い
る
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
も
、
作
中
人
物
の
情
報
量
や
意
識
・
認
識
の
反
映
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
に
も
例
を
見
て
み
よ
う
。
第
五
十
三
回
、
後
に
梁
山
泊
メ
ン
バ
ー
と
な
る
湯
隆
の
初
登
場
シ
ー
ン
を
挙
げ
る
。

　
　

�

李
逵
看
時
、
一
夥
人
圍
定
一
箇
大
漢
把
鐡
瓜
鎚
在
那
里
使
、
衆
人
看
了
喝
采
他
。
李
逵
看
那
大
漢
時
、〈
先
看
大
漢
、
看
得
出
色
。〉

七
寸
以
上
身
材
、
面
皮
有
麻
、
鼻
子
上
有
一
條
大
路
。〈
就
李
逵
眼
中
寫
出
大
漢
形
狀
來
。〉
李
逵
看
那
鐵
鎚
時
、〈
次
看
鐵
鎚
、
看
得

出
色
。〉
約
有
三
十
來
斤
。〈
就
李
逵
眼
中
寫
出
鐵
鎚
斤
兩
來
。〉（
李
逵
が
見
る
と
、
一
人
の
男
が
鉄
瓜
鎚
を
ふ
る
う
の
を
人
々
の
群

（
14
）
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れ
が
取
り
囲
ん
で
お
り
、
人
々
は
こ
れ
を
見
て
喝
采
を
送
っ
て
い
た
。
李
逵
が
そ
の
大
男
を
見
る
と
、〈
ま
ず
大
男
を
見
る
。
見
方
が

素
晴
ら
し
い
。〉
七
寸
以
上
の
体
つ
き
、
顔
に
あ
ば
た
が
あ
り
、
鼻
筋
が
通
っ
て
い
る
。〈
李
逵
の
眼
中
か
ら
大
男
の
姿
を
描
き
出
す
。〉

李
逵
が
そ
の
鉄
鎚
を
見
る
と
、〈
次
に
鉄
鎚
を
見
る
。
見
方
が
素
晴
ら
し
い
。〉
重
さ
は
お
よ
そ
三
十
斤
あ
ま
り
。〈
李
逵
の
眼
中
か
ら

鉄
鎚
の
重
さ
を
描
き
出
す
。〉）〔
五
三
〕

本
文
で
は
鉄
鎚
を
ふ
る
う
大
男
と
見
物
人
た
ち
の
全
景
、
大
男
の
姿
、
大
男
の
持
つ
鉄
鎚
と
い
う
よ
う
に
、「
李
逵
が
見
た
」
と
さ
れ
る

対
象
が
段
階
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
金
聖
歎
は
大
男
と
鉄
鎚
が
李
逵
の
眼
中
か
ら
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
ず
大
男
を
見
て
そ
れ
か
ら

鉄
鎚
を
見
た
と
い
う
流
れ
で
あ
る
こ
と
を
念
入
り
に
指
摘
す
る
。
本
文
で
提
示
さ
れ
る
の
は
大
男
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

金
聖
歎
が
注
目
し
て
い
る
の
は
大
男
で
は
な
く
大
男
を
見
る
李
逵
の
方
で
あ
る
。

こ
の
本
文
の
後
、
李
逵
は
大
男
の
鉄
鎚
を
掴
み
、「
你
使
得
甚
麽
鳥
好
（
ク
ソ
酷
い
手
並
み
だ
）」
な
ど
の
セ
リ
フ
を
言
い
放
つ
と
、
軽
々

と
鉄
鎚
を
振
る
っ
て
見
せ
、
感
服
し
た
大
男
は
李
逵
の
弟
分
に
な
る
。
金
聖
歎
は
こ
の
一
段
に
多
く
の
夾
批
を
附
し
て
お
り
、
李
逵
の
行

動
は
自
分
の
力
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
口
で
は
罵
り
な
が
ら
も
、
実
は
大
男
に
好
感
を
抱
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
解
釈

を
述
べ
、
李
逵
を
「
一
流
人
物
」
と
称
賛
す
る
。
李
逵
が
大
男
の
鉄
鎚
を
掴
む
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
夾
批
を
附
し
て
い
る
。

　
　

�

其
實
此
時
、
一
片
都
是
心
腹
。
看
他
看
一
看
大
漢
、
又
看
一
看
鐵
鎚
、
一
時
眼
前
心
上
、
真
有
十
二
分
愛
惜
也
。（
実
は
こ
の
時
、
全

て
は
心
服
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
彼
（
李
逵
）
が
大
男
を
見
て
、
ま
た
鉄
鎚
を
見
て
、
ひ
と
と
き
眼
前
心
内
に
そ
れ
ら
を
と
ど
め
た

こ
と
を
見
よ
。
ま
こ
と
十
二
分
に
（
大
男
を
）
愛
惜
し
て
い
る
の
で
あ
る
。）〔
五
三
〕

こ
の
「
看
一
看
大
漢
、
又
看
一
看
鐵
鎚
」
は
前
に
挙
げ
た
本
文
と
夾
批
の
内
容
を
受
け
て
い
る
。
李
逵
が
大
男
と
鉄
鎚
に
注
意
を
向
け
、

眼
前
心
内
に
そ
れ
ら
を
と
ど
め
た
の
は
、
李
逵
が
大
男
を
愛
惜
す
る
表
れ
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

何
に
注
意
を
向
け
、
何
を
ど
の
よ
う
な
順
番
で
ど
の
よ
う
に
見
る
か
、
そ
し
て
何
を
知
覚
・
認
識
す
る
の
か
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、

そ
こ
に
は
往
々
に
し
て
見
る
人
の
興
味
関
心
や
思
考
な
ど
が
反
映
さ
れ
る
。
李
逵
が
見
た
も
の
を
描
く
こ
と
は
、
李
逵
自
身
を
描
く
こ
と

で
も
あ
る
。
金
聖
歎
は
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
描
く
こ
と
が
、
見
ら
れ
る
対
象
を
描
く
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
見
る
主
体
を
描
く
こ

と
で
も
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
例
を
見
て
み
よ
う
。
第
三
十
一
回
、
酔
っ
た
武
松
が
道
で
吠
え
か
か
っ
て
き
た
犬
を
斬
り
つ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
よ
ろ

（
15
）
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め
い
て
川
に
落
ち
て
し
ま
う
と
い
う
一
幕
が
あ
る
。
そ
こ
に
金
聖
歎
は
次
の
よ
う
な
評
を
附
し
て
い
る
。

　
　

�
離
那
酒
店
走
不
得
四
五
里
路
、
傍
邊
土
墻
裏
走
出
一
隻
黃
狗
、
看
着
武
松
叫
。〈
無
端
忽
想
出
一
隻
黃
狗
、
文
心
千
奇
百
怪
、
真
乃
意

想
不
到
。〉
武
行
者
看
時
、
一
隻
大
黃
狗
赶
着
吠
。〈
疊
寫
一
句
者
、
上
句
從
作
者
筆
端
寫
出
、
此
句
從
武
松
眼
中
寫
出
。
從
筆
端
寫

出
者
、
寫
狗
也
。
從
眼
中
寫
出
者
、
寫
醉
也
。〉（
そ
の
居
酒
屋
か
ら
歩
い
て
四
五
里
と
行
か
な
い
う
ち
に
、
傍
の
土
塀
の
中
か
ら
一

匹
の
赤
犬
が
駆
け
出
て
き
て
、
武
松
を
見
て
吠
え
た
て
た
。〈
わ
け
も
な
く
突
然
一
匹
の
赤
犬
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
を
思
い
つ
く
の
は

奇
怪
千
万
で
、
本
当
に
思
い
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。〉
武
行
者
が
見
る
と
、
一
匹
の
大
き
な
赤
犬
が
追
い
か
け
て
き
て
吠
え
た
て
て

い
る
。〈
重
ね
て
こ
の
一
文
を
書
く
の
は
、
上
の
一
文
は
作
者
の
筆
端
か
ら
描
き
出
し
て
お
り
、
こ
の
一
文
は
武
松
の
眼
中
か
ら
描
き

出
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
作
者
の
筆
端
か
ら
は
犬
を
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
武
松
の
）
眼
中
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
の
は

「
酔
」（
武
松
が
酔
っ
て
い
る
こ
と
）
で
あ
る
。〉）〔
三
一
〕

本
文
で
は
ま
ず
一
匹
の
犬
が
武
松
を
見
て
吠
え
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
武
松
が
一
匹
の
犬
が
吠
え
た
の
を
「
見
た
」
と
し
て
、
再
度
同

じ
よ
う
な
内
容
を
繰
り
返
す
。
金
聖
歎
は
前
者
を
「
作
者
の
筆
端
か
ら
描
き
出
す
」
文
、
後
者
を
「
武
松
の
眼
中
か
ら
描
き
出
す
」
文
で

あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
が
無
駄
な
重
複
で
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。「
作
者
の
筆
端
か
ら
描
き
出
す
」
文
は
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
語
ら
な

い
文
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
武
松
が
赤
犬
を
「
見
た
」
こ
と
を
述
べ
る
本
文
に
対
し
て
、
こ
の
一
文
は
武
松
の
眼
中

か
ら
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
り
、「
酔
」（
武
松
が
酔
っ
て
い
る
こ
と
）
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
金
聖
歎
が
解
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

景
陽
岡
の
虎
退
治
や
西
門
慶
・
潘
金
蓮
殺
し
な
ど
の
武
松
の
一
連
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
見
る
に
、
本
来
武
松
は
道
で
吠
え
る
犬
一
匹
に
注

意
を
向
け
る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
そ
れ
を
斬
り
つ
け
よ
う
と
し
て
川
に
落
ち
る
と
い
う
の
は
、
全
く
武
松
ら
し

く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
武
松
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
像

と
食
い
違
う
こ
と
は
な
い
。「
從
眼
中
寫
出
者
、
寫
醉
也
」
の
一
文
は
、
武
松
が
犬
を
見
る
こ
と
自
体
が
普
段
の
武
松
で
は
あ
り
え
な
い
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
が
、
武
松
が
酔
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
金
聖
歎
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
例
か
ら
も
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
描
く
こ
と
が
、
見
ら
れ
る
対
象
を
描
く
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
見
る
主
体
自
体
を
描
く
こ
と

で
も
あ
る
と
い
う
意
識
が
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
金
聖
歎
評
に
は
「
作
者
の
眼
」「
読
者
の
眼
」
に
つ
い
て
の
言
及
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
作
中
人
物
の
眼
と
も
深
く
関
連
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す
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。

以
下
に
挙
げ
る
の
は
第
十
二
回
、
楊
志
と
索
超
に
よ
る
御
前
試
合
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。

　
　

�
索
超
忿
怒
、
輪
手
中
大
斧
拍
馬
來
戰
楊
志
。
楊
志
逞
威
、
手
中
神
槍
來
迎
索
超
。
兩
箇
在
教
場
中
間
、
將
臺
前
面
、
二
將
相
交
、
各

賭
平
生
本
事
。
一
來
一
往
、
一
去
一
回
、
四
條
臂
膊
縱
橫
、
八
隻
馬
蹄
繚
亂
。
兩
箇
闘
到
五
十
餘
合
、
不
分
勝
敗
。（
索
超
は
い
き
り

立
ち
、
手
中
の
大
斧
を
振
り
回
し
馬
を
急
き
立
て
て
楊
志
に
挑
み
か
か
っ
た
。
楊
志
は
威
勢
よ
く
、
手
中
の
神
槍
を
し
ご
い
て
迎
え

う
っ
た
。
二
人
は
練
兵
場
の
真
ん
中
、
指
揮
台
の
前
で
渡
り
合
い
、
互
い
に
日
頃
の
手
並
み
を
尽
く
し
た
。
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
、

四
本
の
腕
が
縦
横
に
交
錯
し
、
八
つ
の
馬
蹄
が
入
り
混
じ
る
。
二
人
は
五
十
合
余
り
戦
っ
た
が
、
勝
敗
が
つ
か
な
い
。）〔
一
二
〕

本
文
は
右
記
の
よ
う
に
二
人
の
戦
い
の
様
子
を
述
べ
た
後
、
そ
れ
を
見
物
す
る
観
衆
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
　

�

月
臺
上
梁
中
書
看
得
呆
了
。
兩
邊
衆
軍
官
看
了
喝
采
不
迭
。
陣
面
上
軍
士
們
逓
相
厮
覷
道
「
我
們
做
了
許
多
年
軍
、
也
曾
出
了
幾
遭

征
、
何
曾
見
這
等
一
對
好
漢
厮
殺
」。
李
成
、
聞
達
在
將
臺
上
不
住
聲
叫
道
「
好
闘
」。（
月
台
の
上
の
梁
中
書
は
見
て
唖
然
と
し
て
い

た
。
両
側
の
軍
官
た
ち
は
そ
れ
を
見
て
喝
采
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
両
陣
の
兵
士
た
ち
は
目
を
見
交
わ
し
な
が
ら
「
俺
た
ち
は
長
年

軍
隊
暮
ら
し
を
し
て
い
て
、
何
度
も
出
征
し
た
が
、
こ
ん
な
に
見
事
な
好
漢
同
士
の
手
合
わ
せ
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
っ
た
。

李
成
と
聞
達
は
指
揮
台
の
上
で
し
き
り
に
「
見
事
な
戦
い
だ
」
と
言
っ
た
。）〔
一
二
〕

こ
の
上
部
に
は
次
の
眉
批
が
附
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

一
段
寫
滿
教
場
眼
睛
都
在
兩
人
身
上
、
却
不
知
作
者
眼
睛
乃
在
滿
教
場
人
身
上
也
。
作
者
眼
睛
在
滿
教
場
人
身
上
、
遂
使
讀
者
眼
睛

不
覺
在
兩
人
身
上
。
真
是
自
有
筆
墨
、
未
有
此
文
也
。（
こ
の
一
段
で
は
練
兵
場
じ
ゅ
う
の
眼
が
二
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
書

く
が
、
作
者
の
眼
は
却
っ
て
練
兵
場
じ
ゅ
う
の
人
々
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
作
者
の
眼
が
練
兵
場
じ
ゅ
う
の
人
々
に
向
け
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
読
者
の
眼
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
二
人
に
向
け
ら
れ
る
。
書
物
が
誕
生
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
こ
の
よ
う
に
素

晴
ら
し
い
文
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。）〔
一
二
〕　

こ
こ
で
金
聖
歎
は
三
種
類
の
「
眼
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
練
兵
場
じ
ゅ
う
の
眼
、
つ
ま
り
「
作
中
人
物
の
眼
」
で
あ

る
。
二
つ
目
は
「
作
者
の
眼
」。
こ
の
「
作
者
」
は
実
際
に
『
水
滸
伝
』
の
文
章
を
執
筆
し
た
生
身
の
人
間
で
は
な
く
、
近
代
の
理
論
に
照

ら
し
て
言
う
と
こ
ろ
の
「
語
り
手
」
と
し
て
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
三
つ
目
は
「
読
者
の
眼
」。
こ
れ
は
、
紙
に
書
か
れ
た
文
字
の
羅
列
を
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追
う
肉
体
器
官
と
し
て
の
眼
の
こ
と
で
は
な
く
、
読
書
に
よ
っ
て
読
者
の
脳
内
で
像
を
結
ん
だ
物
語
世
界
を
見
る
観
念
的
な
眼
を
想
定
し

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
眉
批
の
内
容
は
、
よ
り
近
代
的
な
表
現
に
置
き
換
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
御
前
試
合
の
一
段
で

は
、「
練
兵
場
じ
ゅ
う
の
人
々
の
眼
」
が
楊
志
と
索
超
の
二
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
書
く
が
、「
語
り
手
の
眼
」
が
向
け
ら
れ
て
い

る
の
は
こ
の
二
人
で
は
な
く
、
二
人
を
見
て
い
る
観
衆
の
方
で
あ
る
。
こ
の
と
き
「
語
り
手
の
眼
」
は
「
観
衆
の
眼
」
に
重
な
っ
て
お
り
、

楊
志
と
索
超
は
「
観
衆
の
眼
」
か
ら
語
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
読
む
「
読
者
の
眼
」
も
、「
観
衆
の
眼
」
を
通
し
て
楊
志
と
索
超
を

見
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
一
段
に
つ
い
て
は
第
十
二
回
の
回
前
総
評
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、「
不
惟
書
裏
梁
中
書
呆
了
、
連
書
外
看
書
的
人
也
呆
了

（
本
の
中
の
梁
中
書
が
唖
然
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
本
の
外
の
読
者
も
唖
然
と
す
る
）」
と
あ
る
。
作
中
人
物
と
読
者
が
同
じ
気
持
ち
に
な

る
、
つ
ま
り
読
者
が
作
中
人
物
の
感
情
に
シ
ン
ク
ロ
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
読
者
は
観
衆
の
驚
き
や
熱
狂
に
シ
ン
ク
ロ
し
、
よ
り
一
層

物
語
世
界
に
入
り
こ
ん
で
い
く
。
金
聖
歎
は
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
描
く
こ
と
が
、
読
者
と
作
中
人
物
を
一
体
化
さ
せ
、
感
覚
や
感
情

や
心
理
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
、
読
者
を
物
語
世
界
に
ひ
き
こ
む
効
果
を
持
つ
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
金
聖
歎
の
書
き
換
え

前
章
で
は
既
存
の
本
文
に
対
す
る
金
聖
歎
評
を
取
り
上
げ
た
。
本
章
で
は
、
金
聖
歎
に
よ
っ
て
書
き
換
え
ら
れ
た
本
文
に
対
す
る
批
評

と
、
本
文
書
き
換
え
の
詳
細
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

本
稿
の
趣
旨
に
関
わ
る
先
行
研
究
と
し
て
、
陳
果
安
氏
は
（
金
聖
歎
が
）「『
水
滸
伝
』
を
改
変
・
潤
色
す
る
中
で
、
一
度
な
ら
ず
全
知

全
能
の
客
観
的
な
語
り
を
半
知
半
能
の
主
観
的
な
語
り
に
書
き
換
え
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
鐘
錫
南
氏
も
ほ
ぼ
同
様
の
ま
と
め
を
述
べ
て

い
る
。
ま
た
小
松
謙
氏
は
、
武
松
が
眼
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
場
面
の
文
章
が
「
只
見
」
か
ら
「
只
聴
得
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
例
を
挙

げ
、（
金
聖
歎
は
）「
し
ば
し
ば
「
視
点
人
物
」
を
設
定
」
し
、（
視
点
人
物
に
設
定
さ
れ
て
い
る
武
松
に
）「
見
え
る
は
ず
の
な
い
こ
と
は
、

見
え
な
い
も
の
と
し
て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈
に
従
っ
て
、
本
文
は
書
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
近
代
的
な
態
度
と

（
16
）

（
17
）
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い
っ
て
よ
い
」
と
分
析
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
作
中
人
物
の
知
覚
を
反
映
す
る
た
め
の
書
き
換
え
と
は
ま
た
別
の
、
作
中
人
物
の

心
理
や
思
考
を
反
映
す
る
た
め
の
書
き
換
え
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

さ
て
、
表
一
㉔
～
㉗
と
㉝
㉞
に
顕
著
な
書
き
換
え
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
は
㉔
～

㉗
か
ら
見
て
い
こ
う
。
こ
れ
ら
の
批
評
が
附
さ
れ
て
い
る
の
は
、
金
聖
歎
本
第
四
十
四
回
（
百
二
十
回
本
第
四
十
五
回
）
に
あ
る
潘
巧
雲

と
裴
如
海
（
海
闍
黎
）
の
不
義
密
通
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
段
で
あ
る
。
以
下
に
百
二
十
回
本
と
金
聖
歎
本
の
本
文
を
並
べ
て
示
す
。
金
聖

歎
本
の
本
文
に
挿
入
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
こ
の
部
分
に
後
述
の
夾
批
が
入
る
こ
と
を
表
わ
す
。

百
二
十
回
本

　

�

只
見
那
婦
人
喬
素
梳
粧
、
來
到
法
壇
上
、
執
着
手
爐
、
拈
香
禮
佛
。
那
海
闍
黎
越
逞
精
神
、
摇
着
鈴
杵
、
念
動
眞
言
。
這
一
堂
和
尚

見
了
楊
雄
老
婆
這
等
模
樣
、
都
七
顛
八
倒
。

　

�

婦
人
は
薄
化
粧
を
し
て
祭
壇
へ
や
っ
て
く
る
と
、
手
炉
を
手
に
取
り
、
香
を
焚
い
て
仏
を
拝
ん
だ
。
海
闍
黎
は
益
々
張
り
切
っ
て
、

鈴
杵
を
振
り
真
言
を
唱
え
た
。
一
堂
の
和
尚
た
ち
は
楊
雄
の
妻
の
こ
の
よ
う
な
姿
を
見
て
み
な
平
静
を
失
っ
た
。〔
四
五
〕

金
聖
歎
本

　

�

只
見
那
淫
婦
ⓐ
、
喬
素
梳
粧
、
來
到
法
壇
上
、
手
捉
香
爐
、
拈
香
禮
佛
ⓑ
。
那
賊
禿
越
逞
精
神
、
摇
着
鈴
杵
、
唱
動
眞
言
ⓒ
。
那
一

堂
和
尚
見
他
兩
箇
並
肩
摩
倚
這
等
模
樣
也
、
都
七
顛
八
倒
ⓓ
。（
淫
婦
は
薄
化
粧
を
し
て
祭
壇
へ
や
っ
て
く
る
と
、
香
炉
を
手
に
取

り
、
香
を
焚
い
て
仏
を
拝
ん
だ
。
ク
ソ
坊
主
は
益
々
張
り
切
っ
て
、
鈴
杵
を
振
り
真
言
を
唱
え
た
。
一
堂
の
和
尚
た
ち
は
二
人
が
肩

を
寄
せ
合
う
こ
の
よ
う
な
姿
を
見
て
み
な
平
静
を
失
っ
た
。）〔
四
四
〕

金
聖
歎
本
の
大
き
な
変
更
点
と
し
て
は
、
潘
巧
雲
と
裴
如
海
が
肩
を
寄
せ
合
っ
た
と
い
う
情
報
を
追
加
し
た
こ
と
、
潘
巧
雲
の
呼
称
を

「
婦
人
」
か
ら
「
淫
婦
」
に
、
裴
如
海
の
呼
称
を
「
海
闍
黎
」
か
ら
「
賊
禿
」
に
変
更
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
に
附
さ
れ
た

夾
批
を
以
下
に
示
す
。

ⓐ�

只
見
二
字
、
總
是
那
淫
婦
、
那
賊
禿
、
那
一
堂
和
尚
三
段
之
頭
、
皆
石
秀
眼
中
事
。（「
只
見
」
の
二
字
が
総
じ
て
「
那
淫
婦
」「
那
賊

禿
」「
那
一
堂
和
尚
」
の
頭
に
あ
る
の
は
、
み
な
石
秀
の
眼
中
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。）

（
18
）
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ⓑ�

ⓒ
ⓓ
極
寫
石
秀
眼
裏
不
堪
。（
石
秀
の
見
る
に
堪
え
な
い
こ
と
を
、
力
を
尽
く
し
て
書
い
て
い
る
。）

金
聖
歎
本
に
お
い
て
、
潘
巧
雲
と
裴
如
海
は
初
め
「
婦
人
」「
和
尚
」
と
い
う
比
較
的
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
呼
称
で
指
示
さ
れ
て
い
た
が
、

二
人
の
関
係
を
怪
し
む
石
秀
が
「
三
分
在
意
（
三
分
悟
っ
た
）」
の
を
境
に
「
淫
婦
」「
賊
禿
」
を
用
い
た
指
示
に
変
わ
り
、
以
降
全
て
「
淫

婦
」「
賊
禿
」
で
統
一
さ
れ
る
。
本
稿
で
引
用
し
た
の
は
そ
の
す
ぐ
後
の
場
面
で
あ
る
。
金
聖
歎
は
こ
の
部
分
を
石
秀
の
眼
中
の
こ
と
で
あ

る
と
し
、
そ
の
判
断
理
由
と
し
て
「
只
見
」
の
二
字
を
挙
げ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス
の
色
彩
を
帯
び
た
「
淫
婦
」「
賊
禿
」
と
い
う
呼
称
が
採

用
さ
れ
る
の
は
、
石
秀
の
「
見
る
に
堪
え
な
い
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
認
識
や
感
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

百
二
十
回
本
、
更
に
は
そ
れ
に
先
立
つ
容
与
堂
本
の
段
階
で
、『
水
滸
伝
』
の
本
文
中
に
は
、
地
の
文
の
中
で
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
判
断
を

帯
び
た
呼
称
が
使
用
さ
れ
る
例
が
存
在
す
る
。
こ
の
潘
巧
雲
と
裴
如
海
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
、
二
人
は
「
淫
婦
」「
賊
禿
」
と
い
う
マ
イ
ナ

ス
の
呼
称
で
指
示
さ
れ
る
が
、
金
聖
歎
本
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
婦
人
」「
和
尚
」
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
呼
称
と
マ

イ
ナ
ス
の
呼
称
が
混
在
す
る
形
で
話
が
進
む
。
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
描
く
こ
と
と
、
作
中
人
物
の
認
識
や
感
情
を
語
り
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
は
、
金
聖
歎
本
の
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
は
っ
き
り
と
結
び
つ
い
た
と
言
え
る
。

次
に
、
表
一
㉝
㉞
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
金
聖
歎
本
第
五
十
二
回
（
百
二
十
回
本
第
五
十
三
回
）、
戴
宗
と
李
逵
は
梁
山
泊
を
離
れ
た
公

孫
勝
を
連
れ
戻
す
た
め
二
仙
山
を
訪
れ
る
が
、
公
孫
勝
の
師
匠
・
羅
真
人
は
弟
子
の
下
山
を
許
可
し
な
い
。
腹
を
立
て
た
李
逵
は
、
羅
真

人
を
殺
し
て
伺
い
を
立
て
る
必
要
を
な
く
し
て
し
ま
お
う
と
、
夜
中
に
道
観
内
へ
忍
び
こ
む
。
金
聖
歎
は
こ
の
場
面
を
特
に
念
入
り
に
書

き
換
え
て
い
る
。

百
二
十
回
本

　

�

李
逵
騰
地
跳
將
過
去
、
開
了
大
門
、
一
歩
歩
摸
入
裏
面
來
。
直
至
松
鶴
軒
前
、
只
聽
隔
窗
有
人
看
誦
玉
樞
寶
經
之
聲
。
李
逵
爬
上
來
、

舐
破
窗
紙
張
時
、
見
羅
真
人
獨
自
一
個
坐
在
雲
牀
上
面
、
前
卓
兒
上
燒
着
一
爐
好
香
、
㸃
着
兩
枝
畫
燭
、
朗
朗
誦
經
。（
李
逵
は
軽
々

と
（
塀
を
）
乗
り
越
え
、
表
門
を
開
け
る
と
、
抜
き
足
差
し
足
中
に
入
っ
た
。
松
鶴
軒
の
前
ま
で
や
っ
て
く
る
と
、
誰
か
が
窓
の
向

こ
う
で
玉
枢
宝
経
を
と
な
え
て
い
る
の
が
聴
こ
え
た
。
李
逵
が
よ
じ
登
っ
て
窓
の
紙
を
舌
で
舐
め
て
破
る
と
、
羅
真
人
が
一
人
雲
床

の
上
に
座
っ
て
い
て
、
そ
の
前
の
卓
上
に
は
良
い
お
香
を
焚
き
、
二
つ
の
蝋
燭
に
火
を
灯
し
て
、
朗
々
と
お
経
を
と
な
え
て
い
る
の

が
見
え
た
。）〔
五
三
〕

（
19
）

（
20
）
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金
聖
歎
本

　
�

李
逵
騰
地
跳
將
過
去
、
開
了
大
門
、
一
歩
歩
摸
入
裏
面
來
。
直
至
松
鶴
軒
前
、
只
聽
隔
窓
有
人
念
誦
什
麽
經
號
之
聲
ⓔ
。
李
逵
爬
上

來
、
搠
破
紙
窓
張
時
、
見
羅
真
人
獨
自
一
箇
坐
在
日
間
這
件
東
西
上
ⓕ
、
面
前
桌
兒
上
烟
猥
猥
地
ⓖ
、
兩
枝
爉
燭
㸃
得
通
亮
。（
李
逵

は
軽
々
と
（
塀
を
）
乗
り
越
え
、
表
門
を
開
け
る
と
、
抜
き
足
差
し
足
中
に
入
っ
た
。
松
鶴
軒
の
前
ま
で
や
っ
て
く
る
と
、
誰
か
が

窓
の
向
こ
う
で
何
か
の
お
経
を
と
な
え
て
い
る
の
が
聴
こ
え
た
。
李
逵
が
よ
じ
登
っ
て
窓
の
紙
を
手
で
破
る
と
、
羅
真
人
が
一
人
昼

間
の
あ
れ
の
上
に
座
っ
て
い
て
、
そ
の
前
の
卓
上
は
も
や
も
や
し
て
い
て
、
二
つ
の
蝋
燭
が
明
る
く
灯
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。）〔
五

二
〕

金
聖
歎
本
の
大
き
な
変
更
点
と
し
て
、
一
つ
に
窓
の
紙
の
破
り
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。
舌
で
舐
め
て
破
る
よ
り
も
、
手
で
破
る
と
い
う
方

が
李
逵
の
粗
暴
さ
が
際
立
つ
。
金
聖
歎
は
こ
の
部
分
以
外
で
も
、
し
ば
し
ば
李
逵
の
行
動
を
よ
り
李
逵
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
に
合
致
し
た

行
動
に
書
き
換
え
て
い
る
。
も
う
一
つ
に
は
、「
玉
枢
宝
経
」
を
「
什
麽
經
號
（
何
か
の
お
経
）」
に
、
僧
侶
や
道
士
が
用
い
る
腰
掛
を
意

味
す
る
「
雲
床
」
を
「
日
間
這
件
東
西
（
昼
間
の
あ
れ
）」
に
、「
好
香
」
を
「
烟
猥
猥
地
（
煙
が
立
ち
の
ぼ
る
様
）」
に
書
き
換
え
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
聖
歎
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
夾
批
を
附
し
て
い
る
。

ⓔ�

不
省
得
這
般
賊
作
聲
。
妙
絕
。
俗
本
作
玉
樞
寶
經
、
誰
知
之
、
誰
記
之
乎
。（
こ
ん
な
ク
ソ
文
句
は
何
の
こ
と
や
ら
わ
か
ら
な
い
。
極

め
て
素
晴
ら
し
い
。
俗
本
は
「
玉
枢
宝
経
」
に
つ
く
る
が
、
誰
が
そ
れ
と
知
る
だ
ろ
う
か
、
誰
が
そ
れ
と
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。）

ⓕ�

雲
床
也
。
乃
自
戴
宗
眼
中
寫
之
、
則
曰
雲
床
、
自
李
逵
眼
中
寫
之
、
則
曰
東
西
。
妙
絕
。
俗
本
訛
。（
雲
床
の
こ
と
で
あ
る
。
戴
宗
の

眼
中
か
ら
こ
れ
を
書
く
と
き
に
は
「
雲
床
」
と
言
う
が
、
李
逵
の
眼
中
か
ら
こ
れ
を
書
く
と
き
に
は
「
東
西
（
物
、
や
つ
）」
と
言

う
。
極
め
て
素
晴
ら
し
い
。
俗
本
は
誤
っ
て
い
る
。）

ⓖ�

香
也
。
却
從
李
逵
眼
中
寫
成
四
字
。
用
筆
之
妙
、
幾
於
出
神
入
化
矣
。
俗
本
又
訛
、
真
乃
可
恨
。（
お
香
の
こ
と
で
あ
る
。
李
逵
の
眼

中
か
ら
書
く
と
（
烟
猥
猥
地
と
い
う
）
四
字
に
な
る
。
書
き
ぶ
り
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
ほ
と
ん
ど
入
神
の
域
に
達
し
て
い
る
。
俗
本

が
こ
こ
で
も
ま
た
誤
っ
て
い
る
の
は
、
と
て
も
恨
め
し
い
こ
と
で
あ
る
。）

「
俗
本
」
の
文
章
は
誤
っ
て
い
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
文
章
こ
そ
正
し
く
素
晴
ら
し
い
と
い
う
主
張
だ
が
、
実
際
は
「
俗
本
」
の
文
章
こ

そ
が
本
来
の
文
章
で
あ
り
、
金
聖
歎
は
自
分
自
身
が
書
き
換
え
た
表
現
を
褒
め
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ⓔ
の
「
不
省
得
這
般
賊
作
聲
」
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は
、
こ
れ
よ
り
前
の
シ
ー
ン
で
羅
真
人
と
初
対
面
を
果
た
し
た
後
、
李
逵
が
戴
宗
に
言
っ
た
セ
リ
フ
「
便
是
不
省
得
這
般
鳥
作
聲
（
あ
ん

な
ク
ソ
文
句
は
何
の
こ
と
や
ら
わ
か
ら
な
い
）」
を
受
け
て
い
る
。
ⓕ
の
「
乃
自
戴
宗
眼
中
寫
之
、
則
曰
雲
床
」
に
つ
い
て
は
、
羅
真
人
と

初
対
面
し
た
と
き
の
本
文
「
公
孫
勝
引
著
戴
宗
、
李
逵
到
松
鶴
軒
内
。
正
值
真
人
朝
真
纔
罷
、
坐
在
雲
床
上
。
…
…
戴
宗
當
下
見
了
慌
忙

下
拜
（
公
孫
勝
は
戴
宗
と
李
逵
を
連
れ
て
松
鶴
軒
に
入
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
真
人
は
朝
真
の
儀
を
務
め
終
え
た
ば
か
り
で
雲
床
の
上
に
座
っ

て
い
た
。
…
…
戴
宗
は
（
そ
れ
を
）
見
て
慌
て
て
礼
を
し
た
）」
を
受
け
て
い
る
。

李
逵
は
お
経
を
聴
い
て
も
そ
れ
が
「
玉
枢
宝
経
」
だ
と
は
わ
か
ら
ず
、
腰
掛
を
見
て
も
そ
れ
が
「
雲
床
」
だ
と
は
知
ら
ず
、
煙
を
見
て

も
お
香
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
し
な
い
。
少
な
く
と
も
金
聖
歎
は
李
逵
を
そ
の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
見
做
し
て
い
る
。
こ
の

部
分
の
書
き
換
え
か
ら
は
、
小
松
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
見
え
る
は
ず
の
な
い
こ
と
は
、
見
え
な
い
も
の
と
し
て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
理
屈
」
に
加
え
て
、
作
中
人
物
が
知
る
は
ず
の
な
い
こ
と
・
わ
か
る
は
ず
の
な
い
こ
と
は
、
知
ら
な
い
も
の
・
わ
か
ら
な
い
も
の

と
し
て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
金
聖
歎
の
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。
知
覚
の
み
な
ら
ず
、
作
中
人
物
の
知
識
・
理
解
に
よ
っ
て
語

ら
れ
る
情
報
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
金
聖
歎
が
理
想
と
す
る
天
真
爛
漫
な
李
逵
像
を
描
き
出
す
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
る
。

金
聖
歎
は
本
文
に
お
い
て
、
李
逵
の
経
験
を
、
李
逵
が
経
験
し
た
ま
ま
に
、
で
き
る
限
り
忠
実
に
述
べ
表
す
こ
と
を
追
及
し
た
。
し
か

し
、
見
る
主
体
と
な
る
作
中
人
物
が
知
ら
な
い
こ
と
・
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
ほ
ど
、
物
語
の
状
況
や
展
開
を
理
解
す
る
に
足
る
情
報

を
読
者
に
伝
達
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。
そ
こ
で
金
聖
歎
は
、「
雲
床
也
」「
香
也
」
と
い
っ
た
夾
批
を
加
え
る
こ
と
で
、
本
文
が
提
供

し
き
れ
な
い
情
報
を
補
足
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
と
関
わ
る
批
評
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
以
下
に
挙
げ
る
の
は
、
金
聖
歎
本
第
五
回
、
桃
花
山
を
後
に
し
た
魯
智

深
が
山
寺
に
辿
り
着
く
場
面
の
本
文
と
夾
批
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
す
る
本
文
自
体
は
百
二
十
回
本
と
異
同
が
な
い
。

　

�（
魯
智
深
）
看
那
山
門
時
、
上
有
一
面
舊
朱
紅
牌
額
、
内
有
四
箇
金
字
都
昏
了
、
寫
着
瓦
官
之
寺
。〈
魯
達
本
不
識
字
、
今
忽
敘
出
四

字
、
乃
眼
有
四
字
之
形
、
非
口
出
四
字
之
文
也
。〉（（
魯
智
深
が
）
そ
の
山
門
を
見
る
と
、
上
に
古
い
朱
塗
り
の
額
が
か
か
っ
て
お

り
、
中
の
四
つ
の
金
文
字
は
み
な
黒
ず
ん
で
い
て
、
瓦
官
之
寺
と
書
か
れ
て
い
る
。〈
魯
達
は
も
と
よ
り
字
が
読
め
な
い
。
今
急
に

（
瓦
官
之
寺
と
い
う
）
四
字
を
出
す
の
は
、
眼
に
こ
の
四
字
の
形
が
あ
る
の
で
あ
り
、
口
か
ら
四
字
が
出
た
文
で
は
な
い
の
で
あ
る
。〉）

（
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〔
五
〕

文
盲
の
魯
智
深
に
は
読
め
な
い
は
ず
の
寺
額
の
内
容
を
、
魯
智
深
が
「
見
た
」
と
し
て
示
す
こ
と
に
疑
問
や
抵
抗
を
覚
え
た
の
で
な
け

れ
ば
、
敢
え
て
こ
の
よ
う
な
注
釈
を
付
け
加
え
る
必
要
は
な
い
。
本
文
中
の
四
字
「
瓦
官
之
寺
」
は
、
魯
智
深
の
目
に
映
っ
た
「
形
」
を
表

し
た
も
の
、
言
わ
ば
魯
智
深
の
脳
内
映
像
を
そ
の
ま
ま
表
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
魯
智
深
の
口
か
ら
出
た
言
葉
、
つ
ま
り
魯
智
深
が
言

語
化
し
た
内
容
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

―
し
た
が
っ
て
、
文
盲
の
魯
智
深
が
理
解
で
き
な
い
は
ず
の
寺
額
の
内
容
（
瓦
官
之

寺
）
を
、
魯
智
深
が
「
見
た
」
と
し
て
示
し
て
も
問
題
は
な
い

―
と
い
う
こ
と
を
、
金
聖
歎
は
主
張
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。先

に
挙
げ
た
李
逵
の
例
の
よ
う
に
、
本
文
を
書
き
換
え
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
こ
の
批
評
か
ら
も
、
作
中
人
物
が

知
る
は
ず
の
な
い
こ
と
・
わ
か
る
は
ず
の
な
い
こ
と
は
、
知
ら
な
い
も
の
・
わ
か
ら
な
い
も
の
と
し
て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意

識
、
そ
し
て
、
作
中
人
物
の
経
験
を
、
作
中
人
物
が
経
験
し
た
ま
ま
に
、
で
き
る
限
り
忠
実
に
述
べ
表
す
こ
と
へ
の
志
向
が
見
て
取
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
金
聖
歎
本
『
水
滸
伝
』
に
見
え
る
「
作
中
人
物
の
眼
中
」
に
関
わ
る
批
評
に
着
目
し
、
既
存
の
本
文
に
対
す
る
批
評
と
、
金
聖

歎
自
身
が
書
き
換
え
た
本
文
に
対
す
る
批
評
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

金
聖
歎
が
想
定
す
る
作
中
人
物
の
眼
に
は
、
作
中
人
物
の
知
覚
だ
け
で
な
く
、
作
中
人
物
の
様
々
な
心
理
や
思
考
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

作
中
人
物
の
眼
中
は
、
単
な
る
眼
の
中
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
中
人
物
の
心
の
中
や
頭
の
中
、
す
な
わ
ち
作
中
人
物
の
内
面
世
界
ま
で
包
括

す
る
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
既
存
の
本
文
に
向
け
た
批
評
の
多
さ
を
見
て
も
、
金
聖
歎
が
元
々
の
『
水
滸
伝
』

の
文
章
を
、
た
と
え
完
全
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
一
定
レ
ベ
ル
以
上
、
自
身
の
理
想
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
最
も
金
聖
歎
の
理
想
と
一
致
し
、
そ
の
理
想
が
体
現
さ
れ
て
い
る
の
が
、
第
四
章
で
取
り
上
げ
た
書
き
換

え
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
眼
中
」
並
び
に
そ
の
類
似
表
現
は
百
二
十
回
本
李
卓
吾
評
で
も
数
例
見
ら
れ
た
が
、
金
聖
歎
本
に
い
た
っ
て
そ
の
使
用
数
と
言
及
数
は

（
23
）
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格
段
に
増
加
し
た
。「
眼
中
」
を
用
い
た
批
評
は
金
聖
歎
以
降
の
評
者
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
例
え
ば
毛
宗
崗
本
『
三
国
志
演
義
』
の

批
評
「
關
平
、
周
倉
在
普
靜
眼
中
寫
出
、
妙
在
不
知
其
人
（
関
平
、
周
倉
は
普
静
の
眼
中
か
ら
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
普
静
は
二
人
を
知

ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
）〔
毛
宗
崗
本
第
七
七
回
〕
や
、「
杜
預
渡
江
、
却
在
陸
景
眼
中
敘
述
、
倍
覺
聲
勢
（
杜
預
が
渡
江

す
る
の
を
、
な
ん
と
陸
景
の
眼
中
か
ら
述
べ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
気
勢
が
感
じ
ら
れ
る
）〔
毛
宗
崗
本
第
一
二
〇
回
〕
な
ど
は
、
ど
の
作

中
人
物
が
見
た
の
か
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
内
容
が
変
わ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
描
く
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
も
明

言
さ
れ
て
お
り
、
金
聖
歎
評
の
明
ら
か
な
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
他
、『
金
瓶
梅
』
の
張
竹
坡
評
、『
紅
楼
夢
』
の
脂
硯
斎
評
な
ど
に
も
「
眼
中
」
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
た
。
今
後
は
よ
り
多
く
の

白
話
小
説
の
批
評
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
作
中
人
物
の
眼
中
と
い
う
観
点
か
ら
、
批
評
史
に
お
け
る
金
聖
歎
評
の
立
ち
位
置
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
作
中
人
物
の
眼
中
か
ら
描
く
こ
と
と
の
関
連
性
が
う
か
が
わ
れ
る
事
項
と
し
て
、
明
代
中
期
か
ら
清
末
に
か
け
て
科
挙
の
試
験

と
し
て
採
用
さ
れ
、
当
時
の
文
人
た
ち
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
八
股
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
八
股
文
の
試
験
で
は
必
ず
聖
賢
の
口
調
（
語

気
、
口
気
）
を
用
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
試
験
の
八
股
文
と
は
別
の
遊
び
の
八
股
文
（
遊
戯
八
股
文
）
で
も
、
戯
曲
『
西
廂
記
』
中

の
詞
曲
の
内
容
を
『
西
廂
記
』
の
登
場
人
物
の
口
調
で
説
明
す
る
な
ど
、
特
定
の
人
物
に
成
り
代
わ
っ
て
文
章
を
つ
く
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
た
。
当
時
の
文
人
た
ち
は
誰
か
の
口
調
を
模
倣
し
、
誰
か
の
立
場
か
ら
語
る
こ
と
の
修
練
を
積
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
八
股
文
と
小
説

の
語
り
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

注

（
1
）�

『
水
滸
伝
』
の
各
版
本
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
は
小
松
謙
「『
水
滸
伝
』
本
文
の
研
究
―
文
学
的
側
面
に
つ
い
て
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術

報
告�

人
文
』
第
六
九
号
、
二
〇
一
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
2
）�

金
聖
歎
本
は
『
第
五
才
子
書
施
耐
菴
水
滸
傳
』（
古
本
小
説
集
成
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
に
拠
る
。
百
二
十
回
本
は
主
と
し
て

東
京
大
学
文
学
部
蔵
、
神
山
閏
次
旧
蔵
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』（
第
五
回
ま
で
欠
）
に
拠
り
、
合
わ
せ
て
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
忠
義
水
滸
全

書
』（
郁
郁
堂
本
）
を
参
照
し
た
。

（
24
）（

25
）
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（
3
）�

金
聖
歎
は
連
続
し
て
同
じ
語
を
用
い
る
こ
と
を
修
辞
技
巧
と
し
て
評
価
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
夾
批
の
中
で
数
え
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。「
看

時
」「
只
見
」
な
ど
の
数
え
上
げ
も
あ
る
が
、
表
中
に
は
示
さ
な
い
。

（
4
）�

「
只
見
」
か
ら
「
只
聴
得
」
へ
の
書
き
換
え
に
つ
い
て
は
、
小
松
謙
「
金
聖
歎
本
『
水
滸
伝
』
考
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一

六
年
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）�
金
聖
歎
本
全
体
の
方
針
で
あ
る
詩
詞
駢
語
の
削
除
、
異
体
字
、
本
稿
の
趣
旨
と
関
わ
ら
な
い
若
干
の
異
同
を
除
く
。

（
6
）�
小
松
、
注
４
前
掲
論
文
、
一
〇
～
一
四
頁
。

（
7
）�

金
聖
歎
本
は
全
体
的
に
「
但
見
」
の
使
用
例
が
極
め
て
少
な
い
。

（
8
）�

「
作
中
人
物
＋
視
覚
動
詞
」「
只
見
」
は
作
品
全
体
を
通
し
て
頻
出
す
る
表
現
で
あ
り
、
そ
の
全
て
に
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
批
評
が
附

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
9
）�

豊
後
宏
記
「
全
相
平
話
五
種
に
見
え
る
「
但
見
・
只
見
」」（『
学
林
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
三
年
、
九
六
頁
）、
王
懿
「
論
〝
只
見
〟
的
功
能

演
化
」（『
語
言
研
究
集
刊
』
第
十
五
輯
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
六
頁
）
原
文
「
明
清
時
期
、
動
詞
〝
只
見
〟
進
一
歩
虚
化
為
話
語
標
記
、
往
往

提
示
新
場
景
和
新
主
題
的
出
現
」。

（
10
）�

「
作
中
人
物
＋
視
覚
動
詞
」
に
よ
っ
て
作
中
人
物
が
見
た
こ
と
を
示
唆
す
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
三
国
志
演
義
』
作
中
人
物
導
入
考

―
『
平
話
』
か
ら
「
毛
宗
崗
本
」
ま
で
」（『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
八
年
）
で
扱
っ
て
い
る
。

（
11
）�

偽
托
の
可
能
性
が
高
い
が
、
便
宜
の
た
め
李
卓
吾
評
と
称
す
る
。

（
12
）�

竹
下
咲
子
「
金
聖
歎
批
評
の
源
流
を
探
る
―
百
二
十
回
本
『
水
滸
伝
』
李
卓
吾
批
評
を
中
心
に
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
〇

九
年
）。
竹
下
氏
は
百
二
十
回
本
李
卓
吾
評
だ
け
で
な
く
、
容
与
堂
本
な
ど
の
他
の
版
本
の
批
評
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

（
13
）�

こ
の
例
に
つ
い
て
は
、
竹
下
前
掲
論
文
の
中
で
共
通
点
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
14
）�

百
二
十
回
本
は
「
神
色
不
動
」
を
「
喜
気
洋
洋
」
に
、「
不
想
」
を
「
只
見
」
に
つ
く
る
。

（
15
）�

一
人
も
し
く
は
複
数
の
作
中
人
物
が
あ
る
対
象
を
「
見
た
」
こ
と
を
、
複
数
回
に
分
け
て
示
唆
し
、
見
ら
れ
た
対
象
の
情
報
を
段
階
的
に
示

す
手
法
は
第
八
回
（
魯
智
深
）、
第
十
三
回
（
劉
唐
）、
第
二
十
六
回
（
孫
二
娘
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

（
16
）�

本
稿
で
取
り
上
げ
た
金
聖
歎
評
に
通
じ
る
内
容
と
し
て
、
マ
ン
ガ
表
現
学
を
論
じ
る
竹
内
オ
サ
ム
氏
は
、
登
場
人
物
が
何
か
を
見
る
と
こ
ろ

を
描
い
た
後
、
次
の
コ
マ
で
そ
の
見
て
い
た
も
の
を
描
く
と
い
う
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
読
者
の
目
を
登
場
人
物
の
目
に
同
化
さ
せ
る
マ
ン

ガ
の
技
法
を
「
同
一
化
技
法
」
と
称
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
と
し
て
「
読
者
は
物
語
の
外
側
に
い
な
が
ら
、
こ
う
し
た
同
一
化
の
視
点
に
よ
っ

て
、
ド
ラ
マ
の
内
側
に
入
り
こ
ん
で
い
く
」
と
言
う
。
ま
た
、
認
知
言
語
学
を
専
門
と
す
る
出
原
健
一
氏
は
、「
同
一
化
技
法
」
に
よ
っ
て
読
者

が
登
場
人
物
と
視
野
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
と
登
場
人
物
の
間
に
共
感
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
竹
内
オ
サ
ム
『
マ
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ン
ガ
表
現
学
入
門
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
四
四
頁
）、
出
原
健
一
「
自
由
間
接
話
法
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
―
マ
ン
ガ
学
を
手
掛
か
り

に
（
前
）」（『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究
年
報
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（
17
）�

陳
果
安
『
金
聖
歎
小
説
理
論
研
究
』（
湖
南
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
一
五
～
二
一
六
頁
）、
原
文
「
他
在
《
水
滸
》
修
改
潤
色

中
、
曾
不
止
一
次
地
将
客
観
叙
述
改
為
半
知
半
能
的
叙
述
」、
鐘
錫
南
『
金
聖
歎
文
学
批
評
理
論
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一

七
〇
頁
）。
呉
正
嵐
氏
は
全
知
の
語
り
か
ら
限
知
の
語
り
へ
の
変
換
と
い
う
考
え
方
に
否
定
的
で
あ
り
、
視
覚
か
ら
聴
覚
と
い
っ
た
「
人
物
の
感

知
方
式
の
変
換
」
が
金
聖
歎
の
書
き
換
え
の
目
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。『
金
聖
歎
評
伝
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
一
九
～
三

二
一
頁
）。

（
18
）�

小
松
、
注
４
前
掲
論
文
、
一
六
頁
。

（
19
）�

こ
の
後
、
石
秀
不
在
の
場
面
で
も
「
淫
婦
」「
賊
禿
」
の
呼
称
が
続
く
。
こ
れ
ら
の
使
用
箇
所
が
全
て
石
秀
の
眼
中
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
石
秀
の
認
識
の
変
化
が
ト
リ
ガ
ー
と
な
っ
て
地
の
文
の
呼
称
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
20
）�

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
水
滸
伝
』
の
人
物
呼
称
に
見
え
る
待
遇
表
現
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
八
集
、
二
〇
一
六
年
）
で
も

取
り
上
げ
て
い
る
。

（
21
）�

金
聖
歎
は
「
読
第
五
才
子
書
法
」
に
お
い
て
、「
李
逵
是
上
上
人
物
、
寫
得
真
是
一
片
天
真
爛
熳
到
底
（
李
逵
は
「
上
上
」
の
人
物
で
あ
る
。

本
当
に
ど
こ
ま
で
も
天
真
爛
漫
に
書
か
れ
て
い
る
）」
と
評
価
し
て
い
る
。

（
22
）�

「
雲
床
」「
香
」
の
書
き
換
え
に
関
し
て
、
北
村
真
由
美
氏
は
「
本
文
で
既
出
の
事
柄
で
あ
っ
て
も
、
視
点
の
変
化
に
よ
っ
て
は
完
全
な
情
報

と
し
て
機
能
し
き
れ
な
い
状
況
が
あ
る
点
を
指
摘
し
、
故
意
に
拙
い
表
現
を
採
用
す
る
」「
読
者
に
対
す
る
情
報
統
御
機
能
は
、
金
聖
嘆
の
評
語

に
完
全
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
金
聖
嘆
本
『
水
滸
伝
』
の
文
体
―
評
語
と
本
文
の
融
合
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
国
文
学
研
究
』

第
二
八
期
、
二
〇
〇
二
年
、
四
七
頁
）。
ま
た
、
陳
前
掲
著
（
二
一
六
頁
）
は
、
全
知
全
能
の
客
観
的
な
叙
述
を
半
知
半
能
の
主
観
的
な
叙
述
に

改
め
る
と
き
に
は
、
人
物
の
思
想
性
格
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
作
者
が
人
物
の
思
想
感
情
に
代
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
金
聖
歎

が
認
識
し
て
い
た
と
す
る
。

（
23
）�

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
李
卓
吾
評
に
も
言
及
が
あ
り
、
表
二
㋒
「
寫
幾
番
看
來
、
舊
寺
如
在
眼
中
（
数
度
に
わ
た
り
「
看
」（
見
た
こ
と
）
を

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
寺
は
ま
る
で
眼
中
に
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
）」
と
あ
る
。
本
文
中
の
「
看
」
の
主
体
は
魯
智
深
だ
が
、
魯
智
深
が

「
見
た
」
と
し
て
寺
額
の
内
容
（
瓦
官
之
寺
）
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
、
李
卓
吾
評
は
何
も
述
べ
て
お
ら
ず
、
金
聖
歎
と
同
様
の
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

（
24
）�

毛
宗
崗
本
の
引
用
は
『
三
国
演
義
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
に
拠
る
。
作
中
人
物
の
眼
中
に
関
わ
る
毛
宗
崗
本
の
改
変
と
批
評

に
つ
い
て
は
拙
論
「
毛
宗
崗
本
『
三
国
志
演
義
』
の
「
視
点
」
を
め
ぐ
る
改
変
」（『
東
方
学
』
第
一
三
六
輯
、
二
〇
一
八
年
）
で
論
じ
て
い
る
。
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大
木
康
『
不
平
の
中
国
文
学
史
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
黄
強
『
八
股
文
与
明
清
文
学
論
稿
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、

王
穎
・
黄
強
『
遊
戯
八
股
文
研
究
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

�
�
��

八
股
文
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
七
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
第
四
回
大
会
に
お
い
て
、
金
文
京
先
生
か
ら

貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。


